
サステナビリティ推進体制

サステナビリティ委員会は四半期ごとに行

われ、マテリアリティを含む、サステナビリティ

に関する課題解決が審議されます。5つの

ESG関連委員会（安全・環境MS、TGS、環境

推進、健康推進、情報セキュリティ）から活動

報告を受け、それに対する審議を行っていま

す。この内容はサステナビリティ委員会委員

長である社長執行役員が取締役会に報告し、

適切に審議されます。

［ サステナビリティ ］

基本的な考え方

太陽誘電のミッションは、「おもしろ科学で より

大きく より社会的に」です。創造性とイノベーショ

ンを発揮して社会に対して革新をもたらし、事業

を通じた太陽誘電の持続可能な成長と、人びとの

安心・安全で快適・便利な暮らしと持続可能な社

会の実現を追求していきたいと考えています。こ

れは太陽誘電が賛同するTCFD（気候関連財務情

報開示タスクフォース）、および国連で採択された

SDGs（持続可能な開発目標）とも合致するものです。

このミッション実現のため、太陽誘電における

様々な課題の中からより重要なものをマテリア

リティとして特定しました。そして中期経営計画

2025において、経済価値と社会価値を向上するた

めの具体的な施策と数値目標を定め、取り組みを

進めています。

従業員への啓発

マテリアリティの達成と社会課題の解決には従

業員の理解が不可欠であるという考えのもと、サ

ステナビリティの考え方やマテリアリティについて、

また企業として取り組むべき社会課題について、

定期的な啓発活動を行っています。新入社員向け

研修の他、従業員・派遣社員を対象としたeラーニ

ングや集合研修、役員向けの研修、グループ報へ

の記事掲載などを行っています。

※MSはマネジメントシステムの略
※ TGSはTaiyo Green Strategyの略。ステークホルダー要求に基づく化学物質に
関する会議
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